
学校番号 3008 

令和３年度 工業科（電気系・電気技術科（専科）） 

 

教科 工業 科目 電気基礎 単位数 ５単位 年次 ２年次 

使用教科書 精選電気基礎（実教出版） 

副教材等 第二種電気工事士筆記試験合格テキスト （梅田出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

年間３単位（必修）において、電気系実習とともに、電気に関する基本的な知識を学ぶ。教科書の例

題や問だけでなく、必要に応じて演習プリントなどを活用して、理解を深めます。また年間２単位（選

択）において、電気の事象を捉える上で重要な、磁気について理解する授業です。具体的には、磁

気に関する基礎的な知識を習得し、２学期は電気と磁気の関係について理解を深めていきます。３

学期はその応用である、発電機の原理についても学んでいきます。学習においては問題を解けるよ

うになるだけでなく、事象をしっかりとイメージできるようになることを目指して授業を進めてい

きます。目に見えないものを捉える難しさはありますが、小テスト等を使い到達度を確認しながら

進めていきますので、丁寧に取り組んでほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

電気に関する知識と技術を習得させ，実際に活用する能力と態度を育てる。この科目のねらいは，

基本的な電気現象，電気現象を量的に取り扱う方法，電気的諸量の相互関係とそれらを式の変形や

計算により処理する方法などの電気に関する知識と技術を習得させ，実際に活用する能力と態度を

育てることである。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電気の諸現象に関心を

もち，学習に意欲的に

取り組み，学習態度が

真剣である。 

いろいろな電気現象が

なぜ起こるかを自ら学

び，自ら考えることが

できる。また，基礎的・

基本的な知識をもとに

電気現象を数学的に考

察し，表現することが

できる。 

電気に関する諸量を

測定するための基本

的な技能をもってい

る。また，グラフを読

み取り，そのグラフか

ら変数の関係を数式

で表すことができる。 

電気的諸量の相互関

係を理解し，それらを

式の変形や計算によ

り求めることができ

る。 

評
価
方
法 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

ノート記述 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

確認テスト 

定期テスト 

確認テスト 

定期テスト 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

 

（ａ）必修３単位 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

電
気
回
路 

直流回路の電圧と電流 

 

○ ○ ○ ○ a:オームの法則など、電気の現

象に関心をもち、学習に意欲的

である。 

b:電気の現象を学習し、関連し

て考えることができる。 

c:量記号・単位変換・単位・式

の表し方などを表現できる。 

d:オームの法則など、電気の現

象を公式など含めて、理解して

いる。 

確認テスト 

発問・発表 

ノート 

定期考査 

 

電気回路の計算 

 

○  ○ ○ a:直列回路、並列回路、キルヒ

ホッフの法則など、電気回路の

諸現象に関心をもち、意欲的に

取り組んでいる。 

b:オームの法則を基本に、各種

計算を自ら考え、計算すること

ができる。 

c:求める値を各種の公式から

式変形して、必要な形に変える

ことができる。 

d:公式の意味や複雑な式を理

解している。 

確認テスト 

発問・発表 

ノート 

定期考査 

 

 

２
学
期 

抵
抗 

抵抗の性質 ○ ○   a:電気材料や電気抵抗の値、抵

抗と温度との関係性について

関心をもっている。 

b:電気材料が持つ性質につい

て自ら学び、考えることができ

る。 

c: 求める値を各種の公式から

式変形して、必要な形に変える

ことができる。 

d:電気材料がもつ性質を理解

している。 

確認テスト 

発問・発表 

ノート 

定期考査 

 



２
学
期 

電
力 

消費電力と発生熱量 ○  ○ ○ a:電力や電力量など、日常生活

で利用されている指標につい

て、関心を持っている。 

b:電気エネルギーのほか、各種

エネルギーが日常生活に利用

されていることを自ら学び、考

えることができる。 

c:求める値を各種の公式から

式変形して、必要な形に変える

ことができる。 

d:電気エネルギーのほか、各種

エネルギーを理解している。 

確認テスト 

発問・発表 

ノート 

授業レポート 

定期考査 

 

電
池 

電流の化学作用と電池 ○ ○ ○  a:日常生活で利用されている

電池に関心を持ち、学習に意欲

的である。 

b:電池に関して、自ら学び、考

えることができる。 

c:現在利用されている各種電

池について調べ、種類や特徴を

まとめることができる。 

d:電池の種類や特徴を理解し

ている。 

確認テスト 

発問・発表 

ノート 

授業レポート 

定期考査 

 

３
学
期 

交
流
回
路 

正弦波交流 ○ ○   a：正弦波交流も含め、交流に

関心を持ち、学習に意欲的であ

る。 

b:正弦波交流に関して、自ら学

び、考えることができる。 

c: 瞬時式など各種の公式から

必要な値を読み取り、また式変

形ができる。 

d:交流の特徴、性質、表現方法

などを理解している。 

確認テスト 

発問・発表 

ノート 

定期考査 

 

記号法による交流回路の 

計算 

  ○ ○ a:複素数を用いた交流回路の

表現に関心を持ち、学習に意欲

的である。 

b:オームの法則を基本し、各種

計算を自ら考え、計算すること

ができる。 

c:求める値を各種の公式から

式変形して、必要な形に変える

ことができる。 

d:公式の意味や複雑な式を理

解している。 

確認テスト 

発問・発表 

ノート 

定期考査 

 

 



（ｂ）選択２単位 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a ｂ c d 

１
学
期 

電
流
と
磁
気 

磁石とクー

ロンの法則 
○ ○  ○ 

a:磁石と磁気の関係，N 極と S 極の関係を理解して

いる。 

B:磁気の強弱や向きについて視覚的に表現できる 

d:磁気に関するクーロンの法則を用いて，二つの点

磁極間に働く力を計算できる。 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

ノート記述 

確認テスト 

定期テスト 

電流による

磁界 
○  ○ ○ 

a:アンペアの右ねじの法則について現象に興味を

持ち、自ら手の動きを用いるなどして理解しようと 

心がけている。 

C、ｄ:ヒステリシス曲線について『なぜ』を理解し、

曲線の部分ごとの意味を理解しながらグラフに表

現できる。 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

ノート記述 

確認テスト 

定期テスト 

２
学
期 

 

磁界中の

電流に働く

力 

○ ○  ○ 

a:フレミングの左手の法則について理解している。

b:電磁力の向きについて手を使いながら感覚的に  

空間を認識できる。 

d:トルク及び平行な直線状導体間に働く力を計算

できる。 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

ノート記述 

確認テスト 

定期テスト 

電磁誘導 ○ ○ ○ ○ 

a:電磁誘導に関するファラデーの法則及びレンツ

の法則について物理的な意味を理解している。 

b:フレミングの右手の法則について実際に右手を

用いながら空間の認識ができる。 

C,ｄ:直線状導体に生じる誘導起電力を計算できる

ようにする。 

 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

ノート記述 

確認テスト 

定期テスト 

３
学
期 

静
電
気 

電荷と電界 ○   ○ 

a:帯電現象・静電誘導・静電遮へいについて，身近

な例を用いて説明できる。 

d:静電気に関するクーロンの法則を用いて，二つの

点電荷間に働く静電力を計算できる。 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

ノート記述 

確認テスト 

定期テスト 

コンデンサ ○ ○ ○ ○ 

a:コンデンサの働きに興味を持ち、その種類につい

て理解している。 

b,c:静電容量・電荷・電圧の関係式を確実に覚え、

それらの値を計算できる。 

ｄ:コンデンサの並列接続・直列接続における合成

静電容量を計算できるようにする。 

観察等 

発問・発表 

授業レポート 

ノート記述 

確認テスト 

定期テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 


